
アンケート結果から抽出した住宅造りのポ

イントを段階別に分類し、文献と比較したも

のを表１に、アンケート結果では抽出されな

かったが専門家が指摘していたポイントを

文献と比較したものを表２に示す。 

  住宅造りの成功要因と失敗要因に関する研究 
 ―戸建住宅建築経験者に対するアンケート調査の分析― 
                                住居デザインコース 住居・インテリア専攻 細谷侑衣        

 
                      

近年、欠陥住宅や健康住宅への関心、住宅性能表示制度の制定など、住宅のあ

り方が見直されつつある。専門家が制度、構造、設備などの改善を行えば、安全

性や快適性はある程度確保できると考えられるが、これがその住宅で暮らす家族

の満足度と比例するとは限らない。 

そこで本研究では、住宅建築の実例を調査し、その成功要因や失敗要因の分

析を行った。最終的には、住宅造りに対する住まい手の不安や疑問も浮き彫りに

した上で、住宅建設を行なう建築主が知っておくべきポイントを整理した。 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 プレ調査として行った文献調査から、現在の住宅造りは造り手が主体となっ

ていることが明らかとなった。また、実例データによる分析からは、住まい手の

住宅造りに対する不安は、お金と営業担当者・施工業者に対するものが大きいこ

とが明らかとなった。満足の行く住宅を造るには、住まい手自らが家族の希望と

する住宅について考え、積極的に行動し、住宅造りに関わる人々と協力しながら

住宅造りに取り組む必要があるのではないかと考えられる。 

 
 プレ調査で行った、インターネットによる実例調査の分析結果を基にアンケー

ト調査を行った。住宅造りに対する自己評価をしてもらう問と他の問を比較した

結果の一部を以下に示す。 

① 住まい手の住宅造りに対する積極度による比較 

積極度が高い人は、自分も業者もお互いに依

頼内容をメモに残していた。業者のほうでは

「メモを残しているかどうか分からない」とい

った回答も見られた。住宅造りは、契約書類以

外は口約束が多いので、きちんとメモを残すこ

とが大切であることが分かった。（図１） 

② 住宅の成功度合いによる比較 

 成功度合いが高い人ほど、契約までの計画期

間が長く、着工日までの期間が短い。反面、失

敗した人は、契約までの期間と着工までの期間

にあまり差がなく、同じくらいの期間である。 

 業者との契約までに時間をかけて住宅造り

について考えたり、勉強したりした人は、契約後の業者とのやり取りがスムーズに

いくことが分かった。（図２） 

③ 完成した住宅とイメージしていた住宅のギャップ度合いによる比較 

 現場に足を運んだ回数が多い人は、「想像よ

り良かった」と評価していた。また、評価が高

かった人は「毎日足を運んだ」といった回答が

多くみられた。やはり、現場に足を何度も運ぶ

ことで、現実を見ることができ、イメージより

も完成型が悪くなるといったことがないと考

えられる。（図３） 

④ サンプルと実物のギャップ度合いによる比較 

 展示場を訪れた人も依頼した会社が施工した住宅

を訪問した人も「ほぼ想像通り」といった評価に、

集中していた。展示場にはサンプルも豊富に置いて 

あるため、サンプルと実物の違いを見比べることができる。これらの点からサンプ

ルと実物のギャップ度合いがあまりなくなるのではないかと考えられる。（図４） 

 

⑤ 営業担当者に対する信頼度による比較 

業者が住まい手の納得行く説明をしたか否かは、

営業担当者に対する信頼度を大きく左右すること

が分かった。（図５） 

⑥ 施工業者に対する信頼度による比較 

評価が高い人ほど現場に足を運んでいる回数が

多かった。現場に多く足を運ぶことで、作業風景を

見ることができ、施工業者と仲良くなり、評価が高

くなるのではないかと考えられる。（図６）  

  

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
アンケートの回答者の性格を聞く問からＡ～Ｊの１０個のタイプに分け、ポイ

ントを抽出し、タイプ別の提案を表３に示す。 

 住宅造りに対する自己評価をしてもらう問と１０タイプを比較した結果、最

も高い評価をしていたのはＢタイプであった。評価が最も低かったのはＦタイ

プ・Ｇタイプであった。Ｆタイプは、住宅造りに対しての意識や積極性が高か

ったために評価が厳しくなかったのではないかと考えられる。Ｇタイプは、意

志が強く、周りの人の意見が聞けず評価が低かったのではないかと考えられる。 

 
住宅造りを成功させるためには、「住まい手の意識」と「住まい手の積極性」

が最も重要であると考える。 

①自分たち家族が建築主であり、工事の最高指揮官であることを認識する。 

②実際に施工するのは業者であるが、「家族で造る」という気持ちで取り組む。 

③専門的なことまですべてを行うことは不可能だがやれる事はすべてやる。 

住宅造りに対して積極度が高い人と低い人に起こりうる効果を表したものを

図７に示す。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

表 1 アンケート結果から抽出されたポイントと文献の比較 
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図１ 依頼内容をメモに残した人との比較 

図５ 問「営業担当者から説明を受けたか」との比較 
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図２ 住宅造りの期間との比較
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図４ 展示場等訪問した人数との比較 

図３ 現場に足を運んだ平均回数との比較
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①プレ調査（文献調査・実例データによる分析） 
１．文献調査：住宅のあり方や意味、住宅を造る上
で何を考えなければならないか、住宅造りの流れな
どを把握。 
２．実例データによる分析：インターネット上で公
開されている住宅造り経験者による建築記録から住
まい手の住宅造りに対する不安を分析する。  
②本調査（アンケート調査） 
1994 年～2004 年に住宅建築を行った 95 人を対象
に、住宅造りに対する不安や積極度合い、自己評価
を調査する。 
 
③住宅造りのポイントの提案 
アンケート調査から住宅造りにおけるポイントを提

案し、文献上のポイントとの比較を行う。 
 
④タイプ別ポイントの提案 
アンケート上の回答者の性格を聞く問から 10 タイ

プに分け、タイプ別のポイントを提案する。   

住まい手
の視点

経験者の
視点

a b c d e f g h ｉ

1.展示場に多く訪問する ◎ ○ 2／9

2.展示場では、営業の対応
を見る。

○ 1／9

3.展示場の住宅の予算や規
模は参考にしない。

◎ ○ ○ ○ 4／9

4.展示場では居住性や安全
性を見る。

◎ ○ ○ 3／9

5.依頼した業者が以前に施
工した住宅を多く訪問す

る。
◎ ○ ○ ○ ○ 5／9

6.家族で長い時間をかけて
相談した後、業者と具体的

な相談を始める。
◎ ○ ○ 3／9

7.あらかじめ希望を具体的
に挙げ、優先順位をつけ

る。
◎ ○ ○ ○ ○ 5／9

8.住宅造りの知識を増や
す。

○ ○ ○ ○ 4／9

9.理想とするプランやイ
メージ図を描く。

◎ ○ ○ 3／9

10.プラン作成は複数の業
者に依頼する。

○ ○ ○ 3／9

11.見積もり作成は複数の
業者に依頼する。

○ ○ ○ ○ ○ 5／9

12専門知識を必要とする項
目以外は、家族で決定や提

案するべきである。
◎ ○ 2／9

13.依頼内容は自分たちで
もメモに残す。

◎ ○ 2／9

14.契約書類は納得いくま
では判を押さない。

◎ ○ ○ ○ ○ 5／9

15.業者から住宅造りにつ
いての説明を受け、理解す

る。
○ 1／9

16.図面だけではなく、立
体的なものを使って表現し

てもらう。
○ ○ 2／9

17.無理のない作業工程で
ないかチェックする。

○ ○ 2／9

18.現場に多く（なるべく
毎日）足を運ぶ。

◎ ○ 2／9

19.見た目だけで作業
チェックするのではなく図
面類、本など揃えて行く。

◎ ○ 2／9

20.工事内容が違ったら、
速やかにやり直しを求め

る。
○ 1／9

21.工事途中のプラン変更
や追加工事などは望ましく

ない。
○ ○ ○ ○ 4／9

22.作業が遅れた時は理由
を聞く。

○ 1／9

23.施工検査は家族と業者
が一緒になって行う。

◎ 1／9

24.工事の要所要所で第三
者の専門家にチェックして

もらう。
◎ ○ ○ 3／9

25.住宅造りは住み手の積
極性が重要である。

◎ ○ ○ ○ ○ 5／9

26.親戚や知人といった理
由で依頼先を決めてはいけ

ない。
◎ ○ 2／9

27.小さなことでも、意思
表示する。

○ ○ 2／9

28.業者への信頼は大切で
あるが、任せきりにしては

いけない。
◎ ○ 2／9

29.現場の人々との信頼関
係も重要である。

◎ ○ ○ 3／9

30.日頃から業者とのコ
ミュニケーションを図る。

◎ ○ 2／9
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経験者の
視点
b c d e f g h ｉ

31.展示場を訪れる際は、
巻尺、カメラ、ノートを

持っていく
○ 1／8

32.自分達の工事を担当す
る業者の現場を訪問する

○ ○ ○ 3／8

33.建売住宅や民家を見学
する

○ 1／8

34.予算配分に優先順位を
つける

○ ○ ○ 3／8

35.理想とする住宅の模型
を家族で作ってみる

○ 1／8

36.同じ価値観を持つ業者
を選択する

○ 1／8

37.何が起こってもよいよ
うに、あらかじめ対応を約

束し、書面に残す
○ ○ 2／8

契
約
後

～

完
成

ま
で
の

期
間
の

ポ
イ
ン

38.工事変更の際は、変更
追加の見積書と図面の書き

直しを依頼する
○ ○ ○ 3／8

39.住宅は買うものではな
く、家族で造り上げるもの

である
○ 1／8

40.今現在の生活そのまま
を直視して住宅造りを行な

う
○ 1／8

41.家族みんなが心から満
足のいく住宅＝合格ライン

を決める。
○ ○ 2／8

42.欲張った設計や無理な
資金計画は住宅造りの目的

に反する
○ 1／8

43.お金を払ったから責任
を逃れるのではなく、お金
を払うが故に全ての責任を

負うことを認識する

○ ○ ○ 3／8
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表２ 専門家が指摘したポイントと文献の比較

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ Ｄタイプ Ｅタイプ Ｆタイプ Ｇタイプ Ｈタイプ Ｉタイプ Ｊタイプ

性
格

勉強するこ
とが好き
まじめであ
る

おおざっぱ
飽き性
嫌なことが
あると投げ
出したくな
る

嫌なことを
嫌といえな
い
小心者

社交的
友達が多い
行動的

几帳面
物事を計画
的に進める

細かい作業
が好き
周りの意見
をしっかり
聞ける
何事もこだ
わりを持つ

怒りっぽい
几帳面
自己中心的

おおざっぱ
難しい話を
聞くのが苦
手
分からない
ことを分か
らないと言
えない

衝動買いを
する
計画性がな
い
お金に不安
を持ってい
る

友達が少な
い
社交的でな
い
小心者

タ
イ
プ
別
提
案

本や住宅雑
誌など様々
な情報を収
集し、構造
や建築業者
のタイプな
どを勉強
し、自分達
の理想に
合ったもの
を探すこと
からはじめ
ましょう。

住宅造りを
短期間で一
気に行なう
のではな
く、日々、
現在の住宅
に対する不
満、どんな
暮らしをし
たいのかな
どを挙げる
ことからは
じめましょ
う。

自分達の希
望を明確に
し、それを
満たす業者
を探すこと
からはじめ
よう。ま
た、自分た
ちが住宅造
りの主であ
ることを自
覚し、はっ
きりと伝え
ましょう。

住宅展示場
だけでなく
気に入った
会社が施工
した住宅や
知人の家な
ど様々なと
ころに足を
運び、住宅
造りの経験
者や現場の
人々に話し
を聞くこと
からはじめ
ましょう。

業者と話し
合った内容
や自分の希
望、気に
なった点な
どをメモに
残しておき
ましょう。

家族の希望
や理想を満
たす住宅を
図面や模型
といった形
にしてみ
る。また、
イメージ写
真や絵など
を使ってイ
メージボー
ドを作成し
てみましょ
う。

後々になっ
てトラブル
が起こらな
いように、
起こりうる
可能性のあ
る事柄につ
いては、そ
の対応をあ
らかじめ決
めておき、
書面に残し
ておきま
しょう。

第三者の専
門家に工事
の要所要所
でチェック
をしてもら
いましょ
う。

予算配分を
きちんと行
ないましょ
う。また、
あらかじめ
業者に予算
を伝えてお
き、後々に
なって追加
費用が出な
いようにし
ましょう。

インター
ネットを利
用して、情
報を得た
り、住宅造
り経験者に
メールを
使って質問
してみま
しょう。

表３ タイプ別ポイント

完成

積極度が高い
Ｂ・Ｄ・Ｉタイプ

積極度が低い
Ｊタイプ

家族とじっくり
相談し、希望
がまとまって
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図６ 現場に足を運んだ平均回数との比較 

図７ 積極度の違いによる効果

住まい手が積極的に取り組む

ことで、住宅造りに関わる全て

の人とのコミュニケーションが

高まり、結果的に満足度の高い

住宅を造り上げることができる

ことが分かる。成功度合い・満

足度の高い住宅を造るためには

積極的に住宅造りに取り組むこ

とが重要であると考える。 
注）必ずしも積極度が低ければ作業が雑になったり、不満の多い住宅になるわけではない。
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